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Agenda
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• 英語資格・検定試験を高校生が利用しやすくするため
の課題解決状況について

• 第２回WG以降の進捗状況や、好事例の共有、特に高校
会場の拡充や検定料の減免

• 第三者評価による質保証について、オンライン受検に
おける不正行為防止対策について

議事３：英語資格・検定試験団体委員からの発表・自由討議
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試験日の制度変更：
 A2 Key for Schools & B1 

Preliminary for Schools:
世界統一試験日→学校が試験日を設定
できるように

 受験レベル、受験学年の拡がり

ケンブリッジ英語検定：受験しやすい環境を整備

テクノロジーの活用：
CBT世界統一試験日の増加、
採点官のリアルタイム遠隔採点など



受験生に公平な機会を。
• 速くて便利な試験

• 地理的不平等・不公平性の緩和、解消に資
する試験としての可能性

• 急な出願にも対応可能な英語外部試験

• 公開会場・自宅受験ともに受験生割引
全科目（4技能）＜大学入試利用予定の方20%オフ＞

公開会場 ¥9,000 ⇒ ¥7,200（税込）
※自宅受験の場合、¥8,200（税込）

申込締切：試験１週間前
成績返却：約１週間（公開会場）／２週間（自宅受験）



1) JALT2022（全国語学教育学会）共同発表
“University Perspective of Online 4-Skills Placement 
Testing” 大学が考えるオンライン4技能プレイスメントテストの
あり方

「4技能を可視化するための取り組み」

2) ケンブリッジ・イングリッシュ研究助成プログラム
報告書（2023年5月）Issue 84: “Towards Reforming 
the University Entrance Exam System in Japan: A 
Case Study of Linguaskill General ” 日本の大学入試制度
改革に向けて： リンガスキル（G）のケーススタディ

第２回WG以降の進捗状況

(a)Linguaskillが日本の英語教育のカリキュラムにどの程度
どのような形で合致しているか

(b)Linguaskill General受験準備において受験者や高校の
先生がどのようなサポートを望んでいるかを調査

2）日本の大学入試
制度改革に向けて：
リンガスキル（G）
のケーススタディ

1）
リンガスキル（G）をプレースメント
テストとして導入した大学の結果分析
JALT 2022（全国語学教育学会）共同
発表資料より引用

1)

2)
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https://www.cambridgeenglish.org/english-research-group/published-research/research-notes/
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第三者評価による質保証について
大学入試のあり方に関する検討会議（第11回）2020年7月資料より一部抜粋

第三者評価による評価結果の概要

１）品質管理システムの国際規格であるISO9001の認証の
取得を達成
２）Ofqual（イングランド政府の教育・資格の質評価に関
する監督機関）による監査結果に問題なし（あれば試験実
施ができない）
３）ALTE（ヨーロッパ言語テスト協会）の監査でケンブ
リッジ英語検定全てについて、ALTEの基準をクリアしてい
る品質を保証する「Q マーク」が付与されている。前回の
監査は2018年に実施され、Qマーク付与。
今年2023年監査予定。
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オンラインテストの不正行為防止対策

遠隔試験監督システム導入
- AI監視と人の目による映像チェックを実施
- 完全に確認できない場合はTest Reportの発行無し

日本国内入試限定サービス
- 「自宅受験」と「公開試験会場での受験」：判別可能

- 大学入試活用：正本（コピーで透かしが入るもの）発行



Any questions?

Thank you
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E-mail：japanexams@cambridge.org
日本オフィス（アセスメント関連）

mailto:japanexams@cambridge.org
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